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ナルシッサス--例えば、p108-110)への執着に遭遇し、こんにちは 彼自身-'信頼関係を避ける?  それによって彼は、精
神的な探求に没頭することによって神または自我の死を回避することを意味するように思われます。 
 
悟りの後、彼は「修復」と'egoic'である他のすべての道を見つけ、単に神や現実を追求する(p359 +)、m eによって「
心の道を明らかにし、与えられた」ことによってのみ教えますが、これと他のいくつかの本を注意深く読んだ後、
私はその方法が何で構成されているのか分かりませんでした。間違いなく彼の前にいることは多くの助けになりま
すが、他の場所では、彼は弟子たちがそれを起こさせないという事実について不平を言っており、1人でさえ彼に従
うことができるかどうか疑問に思っています。もちろん、同じ思いやりnsはすべての伝統と教師に適用され、Osho
の友人の何人か(彼はマスター/弟子の関係を否定した)が悟りを主張しているが、彼の地位の誰も現れていない。あ
なたは右の遺伝子と適切な環境とあなたを刺激するために非常に高度で好ましくは啓発された第一人者を持ってい
る必要があるように見えます。悟りを開いた人が世界の多くを変える運動を始めることができる時が過ぎたのでは
ないかと思います。世界は必死に高い意識を必要とし、私は誰かが非常にすぐに簡単な方法を’思い付くが、私はそ
れが非常に可能性が低いと思います。 
 
